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総
務
省
が
導
入
を
推
進
し
て

い
る
「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」

は
災
害
発
生
時
の
住
民
基
本
台
帳

の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
被
災
者
台

帳
を
作
成
し
、
被
災
者
状
況
を
入

力
す
る
こ
と
で
、
り
災
証
明
書
の

発
行
か
ら
支
援
金
の
交
付
、
救
援

物
資
の
管
理
、
仮
設
住
宅
の
入
退

居
な
ど
を
一
元
的
に
管
理
す
る
こ

と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

平
時
か
ら
災
害
に
備
え
た
体
制
を

整
え
る
た
め
に
導
入
を
提
案
す
る

も
の
だ
が
本
市
の
認
識
は
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
り
災
証

明
の
発
行
、
義
援
金
の
交
付
を
始

め
、
災
害
時
に
必
要
な
情
報
を
一

元
的
に
管
理
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
現
時
点

で
は
、
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の

導
入
予
定
は
な
い
が
、
今
回
の
震

災
を
教
訓
と
し
、
市
の
災
害
対
策

や
連
携
体
制
の
さ
ら
な
る
強
化
に

向
け
た
見
直
し
を
図
る
中
で
、
シ

ス
テ
ム
の
有
用
性
等
を
調
査
研
究

し
て
い
き
た
い
。

本
市
に
は
、
子
ど
も
の
成
長

過
程
に
応
じ
た
子
育
て
サ
ー
ビ
ス

を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
あ

る
が
、
携
帯
電
話
を
使
っ
て
検
索

で
き
る
情
報
量
は
少
な
い
と
思
わ

れ
る
。
子
育
て
世
代
に
本
市
の
子

育
て
サ
ー
ビ
ス
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
の
手
段
と
し
て
、
携
帯
サ
イ

ト
は
手
軽
で
有
効
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
今
後
、
市
は
公
式
携
帯

サ
イ
ト
を
活
用
し
て
い
く
考
え
は

あ
る
の
か
。

本
市
で
は
公
式
携
帯
サ
イ
ト

を
活
用
し
、
最
新
の
お
知
ら
せ
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
、
施
設
案
内
な
ど

の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
が
、

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提

供
は
行
っ
て
い
な
い
。
高
度
情
報

化
社
会
が
進
展
す
る
中
、
よ
り
多

災 害 対 策

災
害
に
備
え
る

シ
ス
テ
ム
導
入
を

大
河
原

梅
夫

（
公
　
明
　
党
）

問答

答 問

被災者支援システムの概要

く
の
市
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
は
、
新
た
な
情
報
媒
体
と
し

て
「
子
育
て
情
報
サ
イ
ト
」
も
有

効
な
手
段
と
考
え
ら
れ
る
。今
後
、

そ
の
開
設
に
向
け
て
準
備
を
し
て

い
き
た
い
。

学
校
給
食
の
食
材
は
保
護
者

に
と
っ
て
も
安
心
で
き
る
も
の
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
今
回
の
放

射
能
汚
染
の
影
響
か
ら
子
ど
も
の

健
康
を
守
る
義
務
が
市
に
は
あ
る
。

市
は
現
在
給
食
に
使
用
さ
れ
て
い

る
野
菜
等
食
材
の
産
地
を
明
確
に

把
握
で
き
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

独
自
に
給
食
食
材
の
放
射
線
量
を

測
定
し
給
食
の
安
心
・
安
全
に
繋

げ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

納
入
業
者
に
出
荷
制
限
が
取

ら
れ
た
食
材
に
は
十
分
注
意
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。
給
食
で
使

用
す
る
野
菜
等
の
食
材
産
地
は
、

納
品
時
に
栄
養
士
が
立
会
い
、
産

地
・
規
格
・
品
質
及
び
数
量
の
点

検
を
行
っ
て
お
り
、こ
れ
ら
点
検
、

確
認
作
業
を
行
う
中
で
産
地
の
把

握
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
市
場

に
出
回
っ
た
農
産
物
は
安
全
性
が

確
保
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
が
、
学
校
薬
剤
師
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
食
材
の
放
射
能
測
定
方

法
の
確
立
に
努
め
て
い
き
た
い
。

来
年
度
か
ら
、
中
学
校
で
は

武
道
が
必
修
科
目
と
な
る
。
武
道

教
育
は
、
身
体
能
力
の
向
上
だ
け

で
な
く
礼
節
・
挨
拶
・
道
徳
心
を

養
う
手
段
と
し
て
最
高
の
教
材
だ

と
考
え
る
。
武
道
科
目
は
剣
道
・

柔
道
・
相
撲
と
あ
る
が
、
本
市
は

空
手
も
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
。
そ

れ
ら
の
科
目
に
続
き
空
手
を
選
択

科
目
に
加
え
て
は
ど
う
か
。
さ
ら

に
武
道
必
修
化
に
向
け
て
外
部
指

導
者
を
取
り
入
れ
る
必
要
性
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

学
習
指
導
要
領
で
は
武
道
の

種
目
を
地
域
の
実
態
に
応
じ
、
そ

の
他
の
武
道
も
履
修
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
と
な
っ
て
い
る
。剣
道
、

柔
道
、
相
撲
、
空
手
な
ど
、
ど
の

運
動
種
目
に
も
魅
力
が
あ
り
、
礼

節
や
思
い
や
り
、
固
有
の
伝
統
文

化
を
学
ぶ
内
容
は
共
通
し
て
い
る
。

学
校
の
実
態
に
応
じ
て
授
業
に
取

り
上
げ
る
こ
と
と
な
る
の
で
理
解

い
た
だ
き
た
い
。
地
域
の
外
部
指

導
者
の
活
用
は
検
討
し
て
い
く
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
市
内

で
も
多
数
の
被
害
が
及
ん
で
い

る
。
と
り
わ
け
屋
根
瓦
の
破
損
、

塀
の
倒
壊
、
内
外
壁
の
ひ
び
割
れ

な
ど
９
８
５
件
も
発
生
し
た
。
こ

う
し
た
被
害
を
受
け
た
市
民
に
は

住
宅
改
修
資
金
補
助
制
度
を
適
用

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま

た
、
災
害
時
と
い
う
特
別
な
事
情

か
ら
制
度
を
見
直
す
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

屋
根
瓦
の
損
壊
に
は
早
く
か

ら
無
料
で
瓦
礫
の
受
入
れ
を
行
う

と
と
も
に
、
そ
の
改
修
に
は
住
宅

改
修
資
金
補
助
制
度
の
適
用
を
図

っ
た
。
さ
ら
に
、
被
災
者
の
金
融

機
関
の
借
入
に
対
す
る
利
子
助
成

制
度
を
立
ち
上
げ
実
質
無
利
子
に

な
る
よ
う
支
援
に
努
め
て
い
る
。

よ
っ
て
、
補
助
制
度
そ
の
も
の
の

変
更
や
見
舞
金
を
支
給
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。
な
お
、
住
宅

改
修
資
金
補
助
の
件
数
拡
大
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
融
資
の
利
用
状

況
を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

子育て支援

子
育
て
情
報

発
信
の
充
実
を

二
本
柳

妃
佐
子

（
公
　
明
　
党
）

学 校 給 食

放
射
能
か
ら

守
る
学
校
給
食

三
宅
盾
子

（
ま
ち
を
住
み
よ
く
す
る
会
）

問答

答 問 教 　 　 育

武
道
科
目
の

必
要
性
に
つ
い
て

柿
沼
貴
志

（
黎
明
21
）

答 災 害 救 済

災
害
家
屋
へ
の

助
成
は

大
久
保

忠

（
日
本
共
産
党
）

問


